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導入事例 

天然の要塞に囲まれた 
文化のまち鎌倉市 

避難所となる小中学校に 
無線機を導入し通信体制を強化 

武家の古都・鎌倉　災害から歴史的遺産を守り 
近隣地域市町との連携を図る 

「鎌倉市  防災安全部  総合防災課」様 

合同津波対策訓練などの情報伝達手段に採用。 

●所在地／神奈川県鎌倉市御成町１８－１０　●ＴＥＬ／０４６７－２３－３０００ 
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●衛星携帯電話に比べ、安価に導入可能 
●感度がよく、音声がクリアー 
●災害時に確実に機能した実績と信頼感 

導入事例 

 

 

鎌倉市は、丘陵地域と沖積低地が複雑に入り

組み、谷戸という地形に見られるように起伏が著

しく、急傾斜地が多いのが特徴的な地域です。そ

のため地震や台風が起きた時には、がけ崩れの

被害が頻発しています。 

「近年は少なくなりましたが、昔は津波の被害

も多かったそうです。 人命はもちろん、旧所名跡

が多い土地なので、歴史的遺産のためにも防災

には力を入れています」と鎌倉市防災安全部 総

合防災課課長補佐の長崎聡之さんは話します。 

 

 

導入以前の災害発生時における情報伝達手段

は、固定電話、携帯電話、衛星携帯電話、電子メー

ルがあり、災害の状況によっては電話回線の寸断

や携帯基地局の倒壊等により通信手段が確保で

きなくなる恐れがありました。 

特に、避難所となる小中学校には体育館に特

設公衆電話の回線を配置し

てはいるものの、いざという

ときの通信体制は十分とは

いえないものでした。そこで、

通信体制の強化を図るため、

平成20年にmcAccess e

を導入。現在、鎌倉市本庁の

各課と支所、学校へ38局設

置しています。 

 

 

大規模災害が発生した場合、市長からの指示

を災害対策本部の事務局である総合防災課が受

け、全課に伝達しま

す。また、緊急時に

は市長自ら一斉送

信する場合も想定

しており、庁用車に

も車載機を導入し

ました。もし市長が

外出していても、車

から緊急の指示を

出すことが可能です。 

 

 

mcAccesse はリースの利用ができるため

予算が計画的に組みやすく、買い取りの衛星携

帯電話に比べて初期導入コストが大幅に抑えら

れるのが大きなポイントでした。「何より価格面

の安さに驚きました。総合的に評価した結果、過

去の大規模災害時でも安定した通信が確保でき

た実績があり、多くの企業や地方公共団体で採

用されている点が導入の決め手となりました。

災害時に確実に効果を発揮できる信頼性があり

ます」（長崎さん）。 

さらに風水害など、天候が悪い時に聞き取りに

くい衛星電話に比べて、「mcAccess e は感度

がよく音声もクリアでした。無線に慣れていない

人でも、ボタンを押せばすぐに操作できるという、

使いやすさもポイントです」（同課   郷原一己さん）。 

 

 

鎌倉市では、災害時に備え県及び近隣自治体

並びに関係機関と密接な連携を図っています。

特に、海岸線を抱える鎌倉市は他の沿岸自治体

同様に津波対策が重要な課題の一つとなっており、

１年おきに津波対策訓練と地震対策訓練を実施

しています。 

平成19年度には神奈川県及び横須賀市から

湯河原町までの相模湾沿岸8市6町合同の津波

対策訓練が実施されました。 

mcAccess e を利用した情報伝達訓練では、

各自治体の担当者が実際に無線機を使用するこ

とにより、充実したものとなりました。 

 

 

「無線導入後、幸いにして大きな災害に見舞わ

れてはいませんが、

いざという時に操

作できないと大変

ですから」（長崎

さん）と、普段から

mcAccess e を

使うように心がけ

ている総合防災課

では、支所と月１回

の定期的な通信

訓練を行っています。 

また台風による

避難所の開設時や

土砂災害警戒情報の発表時など、風水

害時の対応に役立てているほか、平常

時においても、光化学スモッグ注意報

の発令情報などを第一報として教育委

員会から各学校へ一斉送信しました。 

鎌倉市では昨年の猛暑で数回発令が

ありましたが、従来の電話・ファックスに

よる伝達と比べて、大幅な時間短縮が

可能になりました。市内を巡回中にが

け崩れを発見した場合にも、グループ通信で状

況を報告。「運転しながらも操作できる点は、災

害対応用車両に搭載しているメリットです」（郷

原さん）。 

今後は課を超えたネットワ

ークでさらなる有効活用を

図ることや、他の自治体と

mcAccess eによる体制を

常時構築することを目指して

いきたいとのこと。鎌倉市の

mcAccess eによる強固な

防災対策に期待がかかります。 

 

庁用車から 
市長による緊急指示が可能 

初期導入コストの大幅な削減と 
信頼性、利便性が導入のポイント 

近隣地域市町との 
連携が重要な課題 

普段からの使用を 
積極的に呼びかけ 

POINT

市長車も含め車載機は計5台稼働しています。
「ボタンひとつで操作ができて便利です」 
（防災安全部総合防災課  鈴木直規さん） 
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平成19年度相模湾沿岸津波対策訓練会場全
体図。8市6町13会場で実施しました。 

平成20年度の総合防災訓練で報
告を受ける石渡徳一市長。消防や
警察、自衛隊など21団体と市民、合
わせて約800人が参加しました。 

鎌倉市防災安全部総合防災課長の
郷原一己さん。「市をあげて防災体制
を強化しています」。 

総合防災課に置かれている固定機。
「操作が簡単なので、誰でも使えます」 
（安全安心推進課 池田八千代さん） 

■ 防災用デジタルMCA無線配備イメージ図 

本庁 

地域班グループ 

学校グループ 

理事者 
（秘書課） 地域班 

（4支所） 

災害用 
公用車 
（5台） 

避難所開設担当 
（福祉政策課） 

避難所 
（小中学校25校） 教育委員会 

（教育総務課） 
災害対策本部 
（総合防災課） 
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立 

鎌倉市防災安全部総合防災課の 
長崎聡之さん。 立 

立 

立 

や と  

徳 徳徳 一 


